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やすいことを報告している（新家ら, 2004; 辻野, 塚
原, 飯野, 市原, 村上, 2004）。被虐待児との関りを
持った看護師の通告行動に関する研究では、通告
行動をとっていない理由として、虐待と判断する
ことの難しさや不安をあげていた（冨永, 長江, 船越, 
2009; 石原, 高橋, 小村, 2015）。児童虐待による長期
的な身体、精神、社会面への影響は明らかとなっ
て お り（Lo, 2018; Riggs, Hobbs, 2011; Wegman, 














































































1 年生 59 (28.1)
2 年生 61 (29.0)
3 年生 48 (22.9)






















































































学年 1 年生 59.3 23.7 17
2 年生 59.0 32.8 8.2 0.06
3 年生 62.5 22.9 14.6
4 年生 52.4 33.3 14.3
性別
男性 48.8 41.9 9.3 0.08
女性 61.1 24.6 14.4
きょうだいの有無
有り 59.1 28.2 12.7 0.80
無し 55.2 27.6 17.2
授業経験* の有無
高校で無し 57.4 24.8 17.8
0.15
高校で有り 59.6 31.2 9.2
大学で無し 59.8 27 13.2
0.81
大学で有り 54.9 31.4 13.7
出身高校の所在地
大阪府 59.5 27.4 13.1
0.9 2
兵庫県 48.7 33.3 18
京都府 57.1 28.6 14.3
滋賀県 67.9 21.4 10.7



















1 年生 20.0 22.9 57.1
0.57
2 年生 19.4 25.0 55.6
3 年生 13.3 36.7 50.0
4 年生 31.8 31.8 36.4
性別
男性 33.3 38.1 28.6
0.06
女性 17.7 26.5 55.9
きょうだいの有無
有り 23.4 24.3 52.3
0.01
無し 0.0 56.3 43.8
授業経験* の有無
高校で無し 22.4 32.8 44.8
0.40
高校で有り 18.5 24.6 56.9
大学で無し 20.0 31.6 48.4
0.35
大学で有り 21.4 17.9 60.7
高校の所在地
大阪府 14.0 42.0 44.0
0.26
兵庫県 31.6 10.5 57.9
京都府 25.0 20.0 55.0
滋賀県 15.8 26.3 57.9
















n= 14 p 値
学年






2 年生 88.5 11.5 93.4 6.6 96.7 3.3
3 年生 95.8 4.2 87.5 12.5 93.8 6.3







































兵庫県 87.2 12.8 79.5 20.5 89.7 10.3
京都府 91.4 8.6 94.3 5.7 91.4 8.6
滋賀県 85.7 14.3 92.9 7.1 96.4 3.6





OR** 95%CI*** p 値 OR 95%CI p 値 OR 95%CI p 値
学年
1 年生 Ref. **** Ref. Ref.
2 年生 0.80 (0.32-2.01) 0.64 1.19 (0.48-2.94) 0.70 0.92 (0.33-2.59) 0.88
3 年生 2.98 (0.91-9.81) 0.07 4.10 (1.18-14.28) 0.03 1.86 (0.51-6.88) 0.35
4 年生 1.80 (0.56-5.78) 0.32 2.45 (0.80-7.45) 0.11 0.87 (0.26-2.86) 0.82
性別（Ref. 男性）






高校で有り 1.60 (0.73-3.52) 0.24 2.80 (1.26-6.19) 0.01 1.20 (0.51-2.80) 0.67
大学で有り 0.79 (0.30-2.08) 0.63 1.47 (0.62-3.46) 0.38 1.11 (0.43-2.89) 0.83
高校の所在地
大阪府 Ref. Ref. Ref.
兵庫県 1.54 (0.48-4.87) 0.47 1.31 (0.43-3.99) 0.64 1.00 (0.30-3.25) 0.99
京都府 1.39 (0.43-4.47) 0.59 0.87 (0.30-2.56) 0.8 0.92 (0.27-3.13) 0.9
滋賀県 0.65 (0.20-2.09) 0.47 1.12 (0.34-3.77) 0.85 1.08 (0.26-4.43) 0.92
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